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研究成果の概要（和文）：実時間調査班は、岡崎敬語調査関連で品詞比率分析を論文化し、実時間調査の諸問題点につ
いて口頭発表を行った。札幌山鼻地区における共通語化調査では、生涯変化は観察し難いとこと、言語イデオロギーが
影響力を持つことなどが判明した。混合モデル分析班は、日本在住英語母語話者同士の自然談話から、標準アクセント
の使用は話者の日本語能力の自己評価と英語母語英語教師とのネットワークと相関があることを示した。言語理論班は
、連濁の数量的条件を明らかにした。社会音声学班は、鹿児島方言二型アクセントの音調交替現象について起伏式音調
への対応は脱方言化現象，平板式音調への対応は脱標準語化現象であることを示した。

研究成果の概要（英文）：The real-time study group published an article on the relative frequencies of 
noun, verb and pronoun, and made a presentation on the methodological problems of real-time studies of 
language change. The analysis of the standardization process in _Yamahana, Sapporo found that no lifespan 
change is observed, and the language ideology has an effect on the process. The mixed-effect model group 
looked at the discourse of English-native English teachers in Japan, and found that the use of the 
standard accent shows a correlation with the self-assessment of the Japanese proficiency and the network 
with other English teachers. The linguistic theory group showed the phonetic conditioning of the rendaku 
process in a quantitative manner. The sociophonetic group demonstrated that, in the intonation 
alternation phenomenon in the Kagoshima Type-II accentuation system, an LHL pattern is best described as 
a dedialectization process, whereas an LHH pattern should be seen as a destandardization process.

研究分野：社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
Labov (1962)によって誕生した変異理論は、

ほぼ 1970 年後半から 80 年頃にかけて安定

したパラダイムが完成した。自然談話を中

心としたデータ収集法、言語内的・外的諸

変数の定義、多変量統計分析法、代表的な

説明理論はここまでに完成し、専門学会で

ある NWAV も拡大を続け、北米・ヨーロッパ

を中心として対象言語と研究者も世界的規

模に成長した。日本語への応用でも、Hibiya 

(1988)を始めとして、この成熟期のパラダ

イムが適用されている。 

1990～2000 年の間に、このパラダイム

に大きな変化が生じた。実践共同体や話者

の主体的なスタイルの構築 (Eckert 1990)

といった作業概念の導入、社会音声学 

(sociophonetics) の確立 (Hay and Drager 

2007）、統計ツールとしての混合効果モデル 

(Mixed-effects Model) の適用 (Johnson 

2009）、理論言語学との接近、そして実時間

データによる言語変化理論の修正 (Boberg 

2004, Sankoff & Blondeau 2007)など、い

ずれも教科書の書き換えを強いるようなレ

ベルの大きな変革であった。 

このパラダイムチェンジは現段階では

日本の変異理論界にはまったく影響を与え

ていない。現段階では日本の研究レベルは

欧米のそれに比して 20 年以上遅れている

と言っても過言ではなく、我が国の研究は

ガラパゴス状態にあると言える。たいてい

の入門的教科書記述も、せいぜい 1980 年代

の枠組み止まりである。 

こうした現状を打開するには 2 つのこ

とをなす必要がある。一つは新パラダイム

によって多角的なデータから日本語諸変異

の再分析・新分析を提示することである。

二つ目は、そうした作業を通じて新パラダ

イムの検証を行い、その結果やデータを国

際的に発信し、パラダイムの改変・修正に

積極的に参画することである。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、以下の 4点に要約できる： 

(i)  2000 年以降に北米を中心に次々と始

まった変異理論のパラダイム革新を批判的

に検討し、 

(ii) 実 践 的 共 同 体  (Community of 

Practice) 、 社 会 音 声 学 

(sociophonetics)、理論言語学やコー

パス言語学との融合、混合効果モデル 

(Mixed-effect Model)、実時間分析と

いった革新の産物である諸概念や新分

析法を用いて日本語諸方言に見られる

変異・変化を分析し、 

(iii) そこからの知見を旧パラダイムでの

知見と比較、検討を重ねた上で、 

(iv) 日本語変異分析の成果を国内外で発

信し、言語変異・変化理論の理論的構

築に寄与し、国内外での研究に新展開

をもたらす。 
 
３．研究の方法 

本研究は、(1) 実時間調査データ分析に基

づく言語変化理論の構築、(2) 新たな社会

的制約条件を援用した社会音声学的研究、

(3) Rbrul を使った混合効果モデルによる

変異データ分析、(4) 理論言語学的観点か

らの変異データ分析の 4サブプロジェクト

に分け 3 年計画で行う。連携研究者は年 2

回の研究発表会に参加し、研究成果を共有

し討議すると同時に、全体的な評価を行う。 

初年度はおもにデータ収集と文献調査に

当たる。次年度以降の準備期間という位置

づけである。2 年目以降は、データ分析に

集中する。3年目は仕上げ段階と位置づけ、

データ分析からの理論構築に携わり、同時

に学会口頭発表・論文・報告書の執筆など

成果発信に力を注ぐ。なお、外部からのフ

ィードバックと発信を目的として、必ず毎

年国内外での発表を実施するものとする。 

 

４．研究成果 
1) 実時間調査データ分析に基づく言語変化



理論の構築班： 

 札幌市中央区山鼻地区における札幌市方

言名詞アクセントの共通語化に関する実時

間パネル調査と分析を完了した。約四半世紀

前に行われた前回調査の結果と照らし合わ

せ、各被験者の生涯変化の動態を分析したと

ころ、ほとんどの被験者において生涯変化は

観察し難いという結論に達した。その後、言

語内的要因だけでなく、社会的要因に焦点を

当て、混合効果モデルを含めた Rbrul による

当該変異の分析を行った結果、各話者の持つ

「言語イデオロギー」が独立変数として影響

力を持つことが判明した。この研究の独自な

点は、Rbrul を用いた本格的な研究であるに

とどまらない。これまでの実時間データ分析

では、言語イデオロギーを含めた研究例はな

く、実時間調査の分析例としても独自の結果

が出せたという点で特筆すべきものと思わ

れる。 

また議事録を使った通時的研究から発展

し、国会会議録を用いた日本語学、政治学な

どの学際的研究の可能性について検討した。

さらに、大正～昭和戦前期の演説・講演録音

における漢語の読みの変異についての分析

を行い、「軍人読み」の可能性などを指摘し

た。後者については、研究例の少ない時期の

日本語の動態を探った研究として、資料の面

からも、また実質的な知見の面からも価値の

あるものと考えられる。 

 

(2) 新たな社会的制約条件を援用した社会

音声学的研究班： 

 鹿児島方言若年層話者のアクセント型の

交代現象について，言語的要因，話者要因，

メディア要因などを独立変数，革新形の生起

を従属変数として統計モデルにより説明を

試みた。これらの要因の影響は特に平板式音

調において顕著であることが確認された。従

来の社会言語学的研究では、テレビのような

メディアからの言語への直接的影響を過小

評価する向きがあったと思われるが、この研

究では経験的結果からメディアの英語野影

響を実証したところに大きな貢献を見出す

ことができる。 

 

(3) Rbrul を使った混合効果モデルによる変

異データ分析班： 

 日本在住英語母語話者同士による自然談

話の英語コーパスに観察される日本語に焦

点を当て、日本語の標準アクセントの使用率

を話者の社会的ネットワークと言語生活の

側面から考察した。統計分析の結果、標準ア

クセントの使用は話者の日本語能力の自己

評価、英語母語話者英語教師とのネットワー

クと強い相関関係のあることが判明した。社

会的ネットワークという観点を含めた成人

の日本語の標準アクセント習得の研究とい

うことで、単に Rbrul を用いた研究であると

言うばかりでなく、成人の言語習得における

ネットワークの関わりを明らかにした重要

な貢献を果たしているものと評価される。 

 

(4) 理論言語学的観点からの変異データ分

析班： 

 「連濁」と「外来語有声促音の無声化」（例，

ドッグ => ドック）を対象に「日本語話し言

葉コーパス」を用いて数量的分析を行い，混

合効果モデルによりこれらを促進・抑制する

要因，及び相互作用を明らかにした。この研

究では、理論言語学的な問題に対して、コー

パスデータから得られたデータを統計分析

することでアプローチを試み、一定の成果を

出したという点で、まさに理論と経験的アプ

ローチの結合の好例であると言うことがで

きる。 

 各班は研究会で相互の研究を批判し参照

しあうことで、当初考えられていたよりもは

るかに大きなシナジー効果が得られた。研究

開始時点で捉えていた各自の問題は一応の

解決を見たものの、その過程で各自がさらに

発展的なトピックを発見するに至り、プロジ

ェクトは大きな成功を収めたと言える。 
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